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[要約] 

背景； 

 大腸癌において神経周囲浸潤は、予後不良因子として知られている。神経周

囲浸潤の組織学的評価は通常、HE 染色標本で行われるが、HE 染色標本のみで

神経周囲浸潤を正確に評価できるかについては議論の余地がある。また、神経

周囲浸潤が予後に影響を及ぼすメカニズムは依然解明されていない。本研究で

は、S-100 免疫染色を行い評価した神経周囲浸潤と術後死亡率との関連を調査

した。 

 

対象と方法； 

1999 年 1 月から 2004 年 12 月までに、東京慈恵会医科大学で手術を受けた大

腸癌患者 279 人を対象とし、S-100 免疫染色によって評価された神経周囲浸潤

と術後死亡率との関連を調査した。 

 

 

 



結果； 

S100 で評価した神経侵襲は腫瘍の 67.3%に認めたが、HE 染色標本での評価で

は 18.5%であった。S100 染色での神経周囲浸潤陽性症例の 5 年間の累積死亡

率は、陰性グループよりも有意に高かった。 

 

[Take home massage] 

・S100 免疫染色を用いることで、大腸癌の神経周囲侵襲の評価の正確性が増

す可能性がある。 

・神経周囲浸潤陽性例が、ステージ I/II の CRC の予後不良因子であり、腫

瘍における免疫抑制と関連している可能性がある。 

 

  



Figure 1. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Table 1. 
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